






























































































手順１．総数 Nr の利得表を用意する。利得表 Ri（i は利得表の番号で、i＝1,	…,	Nr）において、行動主体は協
力か非協力のいずれかの行動を選択し、表１の利得を得る。表中のカッコ内の値は、左側が行動主体１の
得る利得、右側が行動主体２の得る利得である。
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で 1048576、Nm＝100 ならば 1.6×10
60ときわめて膨大な値となり、行動選択のたびにすべての総利得を計
算することは困難である。そのため、本研究では行動主体が限定合理的であるとして、一定の回数だけ行動列






１回前の相手の行動と２回前の自分の行動が変更され、総利得は 6.1 となっている。同様にして Nt 個の行動
列を作成する。
　　　表	2　行動主体が記憶する内容の例	 	 　　　表３　行動主体が作成する行動列の例
	 　　（Nm＝3,	Nr＝10の例）	 	 	 　　　　　　（塗りつぶし箇所の行動を変更）
1回前 2回前 3回前 1回前 2回前 3回前
L 2 5 9 L 2 5 9
利得表の番号 ７ 3 5 利得表の番号 ７ 3 5
自分の行動 協力 協力 非協力 自分の行動 協力 非協力 非協力
相手の行動 非協力 協力 協力 相手の行動 協力 協力 協力
自分の利得 ０ 0.9 2.5 自分の利得 2.1 1.5 2.5





































　コンピュータシミュレーションを実行した結果を示す。プログラムは Java ８で作成し、CPU が Intel	Core	





















最　　小 0.481 0.587 0.743
最　　大 0.560 0.676 0.779
平　　均 0.509 0.631 0.757
標準偏差 0.026 0.025 0.017












࿑  ௥ܰ = 1 ߩⴕേ⏕₸ߩᐔဋ୯ 
 
⴫  ௥ܰ = 10ߢ㕖දജࠍㆬᛯߔࠆഀว 
 ܴଵ ܴହ ܴଵ଴ 
ᦨዊ    
ᦨᄢ    
ᐔဋ    
ᮡḰ஍Ꮕ    
 
 ೑ᓧ⴫ߩᢙ߇ ௥ܰ = 100ߩ႐วߩ⚿ᨐࠍ␜ߔޕ࿑  ߪޔ⴫  ߩ݅ Ȁ ௜ܰ߇ᦨዊޔਛ
⒟ᐲޔᦨᄢߣߥࠆ೑ᓧ⴫ܴଵ, ܴହ଴, ܴଵ଴଴ߢޔฦᤨೞߦోⴕേਥ૕߇ᜬߟⴕേ⏕₸ߩ
ᐔဋ୯ࠍ⸘▚ߒߡࡊࡠ࠶࠻ߒߚ߽ߩߢ޽ࠆޕ⴫  ߪޔ⴫  ߣห᭽ߦߒߡ⸘▚ߒ
ߚోⴕേ⏕₸ߩᐔဋ୯ߩ߁ߜᦨዊޔᦨᄢߩ⚿ᨐߣޔ ࿁ߩࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦߢ
ᓧࠄࠇߚᐔဋ୯ߩᐔဋޔᮡḰ஍Ꮕࠍ␜ߒߡ޿ࠆޕ࿑  ߩᏀ஥߇⴫  ߢᦨዊߣߥ
ߞߚ⚿ᨐޔฝ஥߇ᦨᄢߣߥߞߚ⚿ᨐߢ޽ࠆޕ࿑  ߣห᭽ߦⴕേ⏕₸ߪᤨ㑆ߣߣ
߽ߦᄌൻߒߡ޿ࠆ߇ޔ೑ᓧ⴫ܴଵߩ  ࠬ࠹࠶ࡊઃㄭ߿ܴହ଴ߩ  ࠬ࠹࠶ࡊઃ
ㄭߢ㕖දജߩ⏕₸߇  ߣߥࠅޔ৻ቯߩᦼ㑆ߦࠊߚߞߡදജ߇ㆬᛯߐࠇࠆ⁁ᘒࠍ
ታ⃻ߢ߈ߡ޿ࠆὐߦ㆑޿߇ߺࠄࠇࠆޕ߹ߚޔⴕേ⏕₸߇  ߆ࠄ  ߩ▸࿐ߢᄢ߈
ߊേ޿ߡ޿ࠆޕ࿑  ߩᏀฝߩ೑ᓧ⴫ܴଵߦ߅ߌࠆ⚿ᨐࠍᲧߴࠆߣޔᏀߢߪ 






最　　小 0.419 0.412 0.616
最　　大 0.703 0.755 0.880
平　　均 0.526 0.606 0.725
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大きい利得表である R10 や R100でも協力が選択されている理由である。
　なお、被験者実験による結果[3]では、協力行動を実行した割合である協力率が 0.556 と示されている。表５、
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